


































































自南市場 一般鑑争 ㈱費者 民閏部門 妓府によ プロセス パフオー 統制 被窺制の 民閥委託 公的独占 公的独占 政府によ
政簸が規 の選択肢 の醇規 る市場イ 規制迂企 マンス規 私的独占 の法人化 る経済活
律する自 を拡げる 制（自圭 ンセンテ 桑にりス 制倣肺 動の禁止
由歳場 ための） 競亀民 イブの設 タ評価を 1二よる目






宅劫鏡争 糊淋的 市場参如 劾率的な 基鋤譲 特鋤墓 政府がリ 高い自然 いくつか 強い国家
に向け遺 嫡報の 者の聞に 市場瞬 定はむず 準を決定 スクをと 独占度を の事桑は 独占的な
正な枠組 嚇義務 良き商慣 立のた かLい。 できる 均、重要 持りが， 競争的で 憧楮を有
みを要求 によ喧， 行が茅在 め．外部 ここでは 餅、（技 な緬値を バフオ← あ吻うる する。複
する。 惰報コス している 怪の患正 システイ 術の変化 礒俣す届 マンス基 が。麓空 籔の目標
トの最小 ならぱ， 糾汰目 ミ〃な が激しい ため高水 準を設け 産量の規 を達肌
化を通し 規割が困 漂とな 恩雛と ため）， 溝のコシ 監榎する 制は困 鮒れぽ
て市場を 難で、事 る垣 憶纐示 多くの技 トロール こと岩河 難壇引き 妨ずユ
鮒化す 桑者の合 の剰養が 触鴻 以外にほ 能であ 銭き儀絡 串産量の　止
る卓 意が重要 重要とな 鋤｛あり とん蟻 る由 をコント 繊1が魍
となると る何 うる阜 銀肢はな ロールす 鐘であ


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鮎 BAU増加比率 組 BAU増加比率
AUS 96，8 138．2 43％F跳 515，9 610．6 ユ8％
AUS1 ！35．6 ！85，0 36％HON 87，3 884 ！、3％
AUS2 58、ユ 77．2 33％ITA 520．4 650．2 25％
AUS3 96．8 118，0 22％JAP ！36！，O ユ774．8 30％
AUT 74，9 97，4 30％NET 206．7 289，9 40％
CAN 317，8 395，9 2脇 PQL 575，6 536．9 一6．7％
CAN」！ 120，6 169．9 411％RU 698．5 860，8 23％
CAN2 ユ09，6 166．4 52％RUS 3257．4 2324．3 一29％
DAN 57 89，！ 56％SWI 55，5 67．！ 21％
DEU 1057312793 2ユ％TCH ユ77，9 ！73，4 一獺％








































































































































































































































情報の種類 各外部性発生者の 経済全体の汚染を 経済全体の汚染か
汚染からの隈界利 伴う活動からの限 らの限界損失また
益またま効用につ 界利益または効用 は不効用について
規制手疑 いての情報 についての情報 の憤報
数量規制 要 要 要
ピグー剃ピグー的補助金） 不要 要 要
汚染ライセンス 不要 不要 不要（要？一筆者）
出典1柴田弘文・愛子く6〕
　な成功」であったと評価されている工OECD（13）］。なお，Pジョスコウらの論文も参照せよ。
⑪　K　G，メ←ラーは，欧州の硫黄酸化物と酸性雨の問題を取り上げ，これを協カゲームで解いてい
　る。ここでは，欧州諾国同土が相亙に外部不経済をもたらしあう関係にあるが，関係国は気流の関
　係により風上や風下に位置することになるので，被害状況は対称豹ではない。そこで．ある圃が純
　被害国になる可能性が間題となゐが，そ牝は気流の搬送モデルを照いることで示すことができる。
　すなわち，i国で排出される酸化硫黄物1トンがゴ国に堆積される量は係数切咀を持つマトリクス4
　で示すことができる唖
　　メーラ←は、ある国において排出削減費用関数と損失関数が正確にわかっており，その国の関係
　企業が圃際的に制約されず合麗舳二行動できる箏態を想定し，まずナソシュ非鰯カ均衡，
　　κ（亀ト伽夙（ω
　を求め乱ただし呈島は掴における酸化硫責物の誹幽量，κは｛国の国内限界削滅コスト，Qはま
　国におけるその堆積量であり（Q二㍉卯j），そして凪は酸化硫黄物の追如堆穫から生じるε因の隈
　界損失コストである。ついで呈欧州講国が協調し，すべての因にとって純利得の総額が最大化され
　るような集団的かつ合理的な協カ解，
　　州島トΣ、邊理州Q）∀1
　を求め，爾者を比較する竈すると，協カ解の条件式から，各国の，この場合は順の隈界削減コス
　トは，駿化硫糞物の排出によって影響を受けるすべての国にとっての隈界損失に等しくなる鉋
　　メ←ラHは，このモアルの数量分析を鑓示するため呈欧州環境監撹・評価計圃（E岨gpeanMo口：一
　t⑪ring　andEva1蝸tio口Prog胴m）からマトリソクスを借り，1980－85年の欧州酸化硫糞物の雛出目
　録を基撰1にマトりクスを評価し，またウイ←ンにある応用システム分析研究研」（工［ASA）によって
　測定され梢臓コスト関数を利用することで，1984年をナソシュ均衡の墓準年とし，協カ解から得
　られる純便益を算定している。その上で，連合の形成からもたらされる純便益を討算し，欧州諸国
　はフリー・ライダーになるより，酸性爾間題に関し運合を形或したほうが有利であることを説いて
　いる睡
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